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公益社団法人関西経済連合会 

 

２０１７年度『モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログラム「金属・材料工学」』の開設について 

～わが国の産業発展に不可欠である基盤技術分野の人材減少に歯止めをかける取り組み～ 

 

関西経済連合会は、大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム※１および大阪科学技術センターと 
ともに、社会人を対象とする『モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログラム「金属・材料 
工学」』を、今年度も開設します。本プログラムは、今年で６回目の取り組みとなります。 

 
当会では、わが国の産業競争力の強化に向けて、｢ものづくり｣に不可欠である基盤技術分野に精通

した人材の育成が必要であると考え、産学官が一体となり｢金属・材料工学｣の基礎を体系的に教える 
プログラムを、２０１２年度より実施しています。受講者には、金属・材料工学の習得のみならず、本プロ
グラムを通じて、講師および受講者間のネットワークを構築していただきたいと考えています。 

 
 今年度のプログラムの特徴としては、女性活躍推進に向け、女性技術者・研究者の受講者の拡大を 
図るため、ものづくりの第一線で活躍しておられる女性経営者、研究者による講義等を実施します。具体
的には、女性研究者による講義を追加したほか、開講式に「ものづくりなでしこ※２」代表幹事の渡邊氏を 
お招きし、ご自身のこれまでの経験にもとづく女性活躍推進に向けた取り組みなどをお話いただきます。 
 さらに、受講者の視野を広げる観点から、経済産業省の協力を得て、ＩｏＴ等による第４次産業革命と 
いった製造業の最新動向および国の政策や関西での取り組み等についての講演会を実施いたします。 

 
なお、プログラム実施後には、受講者、派遣元の企業、講師等にアンケートを行い、実学に即した 

プログラムの実現に向けての参考にします。また、この取り組みを個別のもので終わらせるのではなく、
関西地域全体で効果的かつ効率的に取り組むために、ＩｏＴ等最先端技術を活用できる高度人材の 
確保・育成に産学官が一体となって取り組む「場」(プラットフォーム)の構築についても、検討してまいり
ます。 
 

＜プログラム概要＞ 

 ◇実施主体 

主  催 ：公益社団法人関西経済連合会、大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム、 

       一般財団法人大阪科学技術センター 

後  援 ：関西広域連合、近畿経済産業局 

 ◇受講対象 ：理工系の学部もしくは大学院を卒業し、入社後、生産・研究現場等の経験を有している方(入社２年目以降) 、 

        金属・材料工学の基礎の習得や再勉強を志している方 

 ◇募集期間 ：２０１７年 ８月 ７日(月)  －  ９月２９日(金) 

 ◇開催期間 ：  同  １０月１８日(水)  － １１月２９日(水) 全６日間、１６講義＋講演会 

 ◇募集人数 ：３０名程度(定員に達し次第、募集締切) 

 ◇開催場所 ：関西経済連合会、グランフロント大阪ナレッジキャピタル 

  ◇参加申込 ：関西経済連合会ホームページ(http://www.kankeiren.or.jp/guide/cat71/)より 

            申込書をダウンロードし、必要事項を記入の上、FAXまたはメールでお申込みください。 

 (※１)大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム 

   大阪大学、大阪府立大学、兵庫県立大学、関西大学、近畿大学など金属系新素材に関する知識や技術を有する大学等が 

連携したコンソーシアム。金属系モノづくり企業の研究開発を支援し、関西の産業振興につなげることを目指して活動。 

 （※２）ものづくりなでしこ 

   ものづくり中小企業の経営者または、次期経営者層の女性に対し、情報交換の場や勉強会の機会を提供しメッセージを 

   発信することで、ものづくり企業の発展と女性の活躍推進に貢献することを目指して活動。2012 年 4 月に任意団体として 

活動を開始し、2016年5月に正式な組織として発足。 
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女性活躍推進に向けた「金属・材料工学プログラム」への
女性受講者募集強化について

関西経済連合会では、実効性ある働き方改革の実現に向け、多様な人材が能力を発揮できる環境の
構築として「ダイバーシティ経営」を推進しています。
女性活躍推進もその一つですが、「金属・材料プログラム」でも今年度は女性技術者・研究者の更なる
活躍を目指し、女性受講者の拡大に向けて、下記の３つのカリキュラムを追加いたします。

「金属・材料工学プログラム」開講式に、ものづくり界の女性のロールモデルである
富士電子工業 渡邊弘子社長（ものづくりなでしこ代表幹事）にお越しいただき、
来賓としてご挨拶いただく中でご自身のこれまでご経験に基づく女性活躍推進に
向けた取組みなどをお話いただきます。

開講式※1に「ものづくりなでしこ※2」代表幹事 来場

富士電子工業株式会社
代表取締役社長
渡邊 弘子 氏

※1：2017年10月18日（水）13時～ 関西経済連合会 29階会議室
※2：ものづくり中小企業の経営者または、次期経営者層の女性に対し、情報交換の場や勉強会の機会を提供し

メッセージを発信することで、ものづくり企業の発展と女性の活躍推進に貢献することを目指して活動。
2012年4月に任意団体として活動を開始し、2016年5月に正式な組織として発足。

材料系研究の女性の第一人者である国立研究開発法人物質・材料研究機構の
御手洗容子氏による「耐熱材料学」に関する講義を追加します※3。
ボイラ、エンジンなどに使われる耐熱材料に関して、その種類と求められる
特性についてご講義いただくとともに、耐熱材料の性能向上がもたらす
機械製品の性能向上効果の一例などをお話いただきます。

女性研究者による講義を追加

（国研）物質・材料研究機構
構造材料研究拠点 副拠点長

御手洗 容子 氏

プログラム最終日に行う講演会※4に、近畿経済産業局横尾舞華係長に
お越しいただき、「Society5.0の実現に向けた課題と対応について
～関西の事例とともに～」と題して、IoTなどの最先端技術を活用した
国内外のものづくりの動向や、関西でのものづくり事情・事例などについて
ご講演いただきます。

近畿経済産業局（女性係長）による講演会実施

経済産業省近畿経済産業局
産業部 製造産業課
機械産業第一係長

横尾 舞華 氏

本プログラムを共催している「大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシア
ム」は内閣府男女共同参画局「理工チャレンジ（リコチャレ」の応援団体です。

※3：「耐熱材料学～基礎と材料開発～」 11月10日（金）15：15～17:20

※4：「 Society5.0の実現に向けた課題と対応について～関西の事例とともに～ 」
11月29日（水）15：30～16:30



 
『モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログラム「金属・材料工学」』 

2016 年度 受講者アンケート結果 

別紙 

１． プログラムの有益性について 

（１） 講義の有益性 

  アンケート回答者のうち、95％が「大変有益」（41％）「有益」（54％）と回答。 

 

（２） 有益性のポイント（複数回答） 

 「金属・材料工学の基礎を体系的に習得」（28 名）、「金属・材料工学を学ぶきっかけ」（21 名）と回答。 

 

 

２． 今後のプログラムへの要望について（複数回答） 

 「専門を詳しくしてほしい」（23 名）、「専門・基礎を詳しくしてほしい」（18 名）など専門的な内容への要望や、 

「業務に役立つ内容にしてほしい」（17 名）など、実践的な内容への要望が多い。 

 

 

３．2016 年度プログラム受講者の声（一部抜粋） 

  ・事例について、より詳しく学びたい。 

  ・終日講義を増やして、全体の日数を短縮してほしい。 

  ・受講者・講師間での交流をさらに深めたい。 
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①「金属・材料工学」の基礎を体系的に習得
②「金属・材料工学」を学ぶきっかけ
③各分野の専門の教授から学べた

④他企業との人脈形成
⑤大学教授との人脈形成

⑥実践事例（トラブル対応）を聞くことができた
⑦業務上の課題解決

⑧社内研修プログラムの参考
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①専門を詳しくしてほしい

②専門・基礎を詳しくしてほしい

③業務に役立つ内容にしてほしい（ﾄﾗﾌﾞﾙ対応など）

④受講科目を選択できるようにしてほしい

⑤他の科目を追加してほしい

⑥一般・基礎を詳しくしてほしい

⑦その他

※アンケート対象者：40 名、アンケート回答者：39 名 


